
日光ヘルスケアネット医療機能分担・業務連携計画の

令和６年度の進捗状況に係る評価について

令和７(2025)年６月

令和７年度日光ヘルスケアネット地域医療連携推進評議会 資料Ⅱ



目 次

１ 評価の方法等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

２ 評価の基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

３ 評価結果総括表（案） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

別記１ 評価指標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

別記２ 令和６(2024)年度の進捗状況の評価結果（案） ・・・・・ 9

2



(1) 評価の方法

計画「第４章 業務の連携」の施策の展開方向ごとに、評価指標の推移による定量評価に、数

値化が困難な取組状況等を勘案し、総合評価を実施する。

(2) 評価指標

施策の実施状況の評価に資するものとして、令和６(2024)年度の評価においては、別記１のと

おり19指標を設定する。

なお、評価指標は、施策の実施状況等を踏まえて、適宜、見直していく。
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１ 評価の方法等



(1) 総合評価

Ａ 順調に進捗している。

Ｂ 概ね順調に進捗している。

Ｃ やや進捗が遅れている。

Ｄ 進捗が遅れている。

(2) 評価指標の定量評価

ａ ベースライン値から改善（改善の効果が概ね10％以上）

ｂ ベースライン値と大きな変化なし（改善の効果が概ね±10％未満）

ｃ ベースライン値から悪化（改善の効果が概ね▲10％以上）
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２ 評価の基準
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３ 評価結果総括表（案）

総合評価施策の展開方向

Ａ(1) 医療機能の分担による効率的で切れ目のない医療の提供

Ａ(2) 医療・介護人材の確保・育成

Ａ(3) 医療機器の共同利用・医療材料等の共同購入

Ａ(4) 在宅医療の充実

Ｂ(5) 市民に対する普及啓発の推進

※ 定量評価を含めた詳細は、別記２のとおり。



別記１ 評価指標（その１）
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備考評価指標サブテーマ
施策の
展開方向

地域医療支援病院の認定要件(次のいずれか)
□紹介率80%以上
□紹介率65%以上 かつ、逆紹介率40%以上
□紹介率50%以上 かつ、逆紹介率70%以上

①地域医療支援病院の紹介率

1)効率的な入退
院調整システム
の構築

1 医療機能の分
担による効率的
で切れ目のない
医療の提供

②地域医療支援病院の逆紹介率

各病院・有床診療所の合計値③入退院支援加算算定件数

地域包括ケア病棟入院料の算定要件
□入院料2 72.5%以上

④地域包括ケア病棟の在宅復帰率

各施設の合計ポイントの平均値(最高値90）
□基本型 20以上 □加算型 40以上

⑤介護老人保健施設の在宅復帰・在宅
療養支援率指標

算定する入院基本料別の「平均在院日数」の平均値
各入院基本料の算定要件
□急性期一般2 21日以内
□急性期一般4 21日以内
□地域一般1 24日以内
□地域一般3 60日以内

急性期一般2

⑥入院基本料別平
均在院日数

急性期一般4

地域一般1

地域一般3

入退院調整に困難が予想される事例について、事務局
が関係者による調整の場を設けることについて合意
【R3.6.9 入退院調整機能検討ＷＧ】

⑦日光ヘルスケアネット事務局を通じ
た入退院調整件数
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別記１ 評価指標（その２）

専門職(医療･介護･福祉)人材登録制度の運用開始
【R1.7.16】

①ホームページ等を通じた求職者数
1)人材募集活動
の共同実施

2 医療・介護人
材の確保・育成

退職した専門職の再就業支援制度の登録開始
【R3.3.16】

②退職者ＤＢ登録者数2)退職した専門
職の再就業支援
に係る仕組みの
構築 ③退職した専門職の職場復帰数

参加社員間の在籍型出向マニュアル制定
【R3.10.14】

④社員間の職員派遣件数
3)社員間の職員
派遣制度の検討

⑤専門研修等の参加人数
4)計画的な人材
の育成

医療機器共同利用システムの運用開始
【R2.12.15】

①医療機器共同利用の件数
1)高額医療機器
の共同利用の推
進

3 医療機器の共
同利用・医療材
料等の共同購入
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別記１ 評価指標（その３）

各病院・有床診療所の合計値①退院時共同指導料算定件数
1)関係者の連携
確保

4 在宅医療の充
実 厚生労働省が公表する日光市全域のデータ

（医療保険適用＋介護保険適用）

②訪問診療延べ患者数

2)在宅医療体制
の充実

③訪問診療実施機関数

④訪問看護延べ患者数

①日光市と連携して開催した検討会や
研修会数

1)行政と連携し
た健康づくり、
介護予防等に係
る取組の推進5 市民に対する

普及啓発の推進

②市民向けセミナーの参加者数

2)医療機能の分
化や連携の必要
性等に関する普
及啓発
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別記２ 令和６(2024)年度の進捗状況の評価結果（案）（その１）

評価第５年次第４年次第３年次第２年次
ベース
ライン値
(基準年)

評価指標サブテーマ
施策の

展開方向

ｃ
65.6 65.1 63.9 65.673.4 

①地域医療支援病院の紹介率（％）

１)効率的な入退
院調整システムの
構築

１ 医療機能の分担
による効率的で切
れ目のない医療の
提供

(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ｂ
50.240.6 39.7 43.348.6 

②地域医療支援病院の逆紹介率（％）
(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ａ
1,3991,3071,2051,1051,108

③入退院支援加算算定件数
(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ｂ
79.084.081.385.287.2

④地域包括ケア病棟の在宅復帰率（％）
(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ｂ
33.728.225.7 25.832.7 

基本型⑤介護老人保健施設の在
宅復帰・在宅療養支援率

指標

(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ｂ
57.165.160.957.352.9

加算型
(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ａ
13.213.114.214.514.8

急性期一般2

⑥入院基本料別平均在院
日数

(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ｂ
19.517.817.719.919.6

急性期一般4
(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ｂ
20.321.521.821.621.2

地域一般1
(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ａ
31.234.644.546.845.8

地域一般3
(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)
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別記２ 令和６(2024)年度の進捗状況の評価結果（案）（その２）

評価第５年次第４年次第３年次第２年次
ベース
ライン値
(基準年)

評価指標サブテーマ
施策の
展開方向

－
00000⑦日光ヘルスケアネット事務局を通じた入

退院調整件数

１)続き

（ 1 続き ）

(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

－－－－－－－

２)感染症対策等
に係る関係者の意
見・情報交換の実
施

●地域医療支援病院の①紹介率では、ベースライン値を下回りｃ評価となる一方、②逆紹介率は、令和5年度から

10ポイント上昇し、ベースラインを上回る結果となっており、コロナの収束化の影響が表れている。

●③から⑦では、地域包括ケア病棟の在宅復帰率でベースラインを下回ったものの、その他はの項目では、ベー

スラインを超えており、また、個々の項目の認定要件又は算定要件も満たしている。

特記事項

Ａ総合評価



別記２ 令和６(2024)年度の進捗状況の評価結果（案）（その３）

－
01000

①ホームページ等を通じた求職者数
１)人材募集活動の
共同実施

２ 医療・介護人材
の確保・育成

(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

－
00000

②退職者ＤＢ登録者数
２)退職した専門職
の再就業支援に係
る仕組みの構築

(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

－
00000

③退職した専門職の職場復帰数
(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ａ
110150

④社員間の職員派遣件数
３)社員間の職員派
遣制度の検討 (R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ａ
369383487440234

⑤専門研修等の参加人数
４)計画的な人材の
育成 (R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

●県内の看護師、療法士、介護福祉士等の養成校に、人材募集に係るリーフレットを配付した。
●社員間の職員派遣では、専門職の急な退職による応急対応の結果であり、人材確保策としての効果を発揮した。

特記事項

Ａ総合評価
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評価第５年次第４年次第３年次第２年次
ベース

ライン値
(基準年)

評価指標サブテーマ
施策の
展開方向



別記２ 令和６(2024)年度の進捗状況の評価結果（案）（その４）

12

ａ
12114399379

①医療機器共同利用の件数
１)高額医療機器の
共同利用の推進

３ 医療機器の共同
利用・医療材料等
の共同購入

(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

－－－－－－－
２)医療材料、医薬
品等の共同交渉、共
同購入の検討

－－－－－－－
３)地域フォーミュ
ラリの検討

－－－－－－－
４）業務委託の共同
交渉等の実施

●医療材料費等の共同交渉・共同購入について、ＷＧにおいて法人の考え方を整理するとともに、関係卸業者
から意見を聴取するなど、研究を進めた。
●地域フォーミュラリ検討ＷＧにおいて、参加医療機関における薬剤使用追加調査の結果を分析・評価すると
ともに、フォーミュラリのメリット、デメリットを検討・評価し、中間報告書に取り纏めた。

特記事項

Ａ総合評価

評価第５年次第４年次第３年次第２年次
ベース

ライン値
(基準年)

評価指標サブテーマ
施策の

展開方向



別記２ 令和６(2024)年度の進捗状況の評価結果（案）（その５）
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ａ
413572

①退院時共同指導料算定件数
１)関係者の連携
確保

４ 在宅医療の充実

(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

ａ
2,2492,3491,8101,4381,269

②訪問診療延べ患者数

２)在宅医療体制
の充実

(R4年度)(R3年度)(R2年度)(R1年度)(H30年度)

ａ
1718171514

③訪問診療実施機関数
(R4年度)(R3年度)(R2年度)(R1年度)(H30年度)

ｂ
261265259254269

④訪問看護延べ患者数
(R4年度)(R3年度)(R2年度)(R1年度)(H30年度)

特記事項

Ａ総合評価

評価第５年次第４年次第３年次第２年次
ベース

ライン値
(基準年)

評価指標サブテーマ
施策の

展開方向



別記２ 令和６(2024)年度の進捗状況の評価結果（案）（その６）

14

ｃ

12123
①日光市と連携して開催した検討会や研
修会数

１)行政と連携し
た健康づくり、介
護予防等に係る取
組の推進

５ 市民に対する
普及啓発の推進

(R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

－

803412300

②市民向けセミナーの参加者数

２)医療機能の分
化や連携の必要性
等に関する普及啓
発 (R6年度)(R5年度)(R4年度)(R3年度)(R2年度)

●日光市の広報紙「広報にっこう」令和５年12月号に法人の特集記事を掲載し、市民向けに医療連携の意義や医
療の上手な利用の仕方について情報を発信した。

特記事項

Ｂ総合評価

評価第５年次第４年次第３年次第２年次
ベース

ライン値
(基準年)

評価指標サブテーマ
施策の
展開方向


